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    第一章
1ニネベに關かかはる重おもき預言よげん エルコシ人びとナホムの異象いしやうの書ふみ 2ヱホバは妬ねたみかつ仇あだを報むくゆる神かみ ヱホバは仇あだを報むくゆる者ものまた忿怒いかりの主ぬし ヱホバは己おのれに逆さからふ者ものに仇あだを報むくい己おのれに敵てきする者ものにむかひて憤恨いきどほりを含ふくむ者ものなり 3ヱホバは怒いかることの遲おそく能力ちからの大おほいなる者もの また罰つみすべき者ものをば必かならず赦ゆるすことを爲せざる者もの ヱホバの道みちは旋風つむじかぜに在あり 大風おほかぜに在あり 雲くもはその足あしの塵ちりなり 4彼かれ海うみを指斥いましめて之これを乾かわかし河々かはがはをしてことごとく涸かれしむ バシヤンおよびカルメルの草木くさきは枯かれレバノンの花はなは凋しぼむ 5彼かれの前まへには山々やまやまゆるぎ嶺々みねみね溶とく 彼かれの前まへには地ち墳上ふきあがり世界せかいおよびその中うちに住すむ者もの皆みなふきあげらる 6誰たれかその憤恨いきどほりに當あたることを得えん 誰たれかその燃もゆる忿怒いかりに堪たふることを得えん 其その震怒いかりのそそぐこと火ひのごとし 巖いはほも之これがために裂さく 7ヱホバは善ぜんなる者ものにして患難なやみの時ときの要害えうがいなり 彼かれは己おのれに倚賴よりたのむ者ものを善よく知しりたまふ 8彼かれみなぎる洪水こうずゐをもてその處ところを全まつたく滅ほろぼし己おのれに敵てきする者ものを幽暗處くらきところに逐おひやりたまはん 9汝なんぢらヱホバに對むかひて何なにを謀はかるや 彼かれ全まつたく滅ほろぼしたまふべし 患難なやみかさねて起おこらじ 10彼等かれらむすびからまれる荊棘いばらのごとくなるとも酒さけに浸ひたりをるとも乾かわける藁わらのごとくに焚やきつくさるべし 11ヱホバに對むかひて惡事あしきことを謀はかる者もの一人ひとり汝なんぢの中なかより出いでて邪曲よこしまなる事ことを勸すすむ 12ヱホバかく言いひたまふ 彼等かれら全まつたくしてその數かず夥多おびただしかるとも必かならず芟かりたふされて皆みな絶たえん 我われ前さきにはなんぢを苦くるしめたれども重かさねて汝なんぢを苦くるしめじ 13いま我われかれが汝なんぢに負おはせし軛くびきを碎くだき汝なんぢの縛なはめを切きりはなすべし 14ヱホバ汝なんぢの事ことにつきて命令めいれいを下くだす 汝なんぢの名なを負おふ者もの再ふたたび播まかるること有あらじ 汝なんぢの神々かみがみの室いへより我われ雕像てうざうおよび鑄像しゆざうを除のぞき絶たつべし 我われ汝なんぢの墓はかを備そなへん 汝なんぢ輕かろければなり 15嘉よき音信おとづれを傳つたふる者ものの脚あし山やまの上うへに見みゆ 彼かれ平安へいあんを宣のぶ ユダよ汝なんぢの節筵いはひを行おこなひ汝なんぢの誓願せいぐわんを果はたせ 邪曲よこしまなる者もの重かさねて汝なんぢの中なかを通とほらざるべし 彼かれは全まつたく絶たたる
  


  
    第二章
1撃破者うちやぶるもの攻せめのぼりて汝なんぢの前まへに至いたる 汝なんぢ城しろを守まもり路みちを窺うかがひ腰こしを強つよくし汝なんぢの力ちからを大おほいに強つよくせよ 2ヱホバはヤコブの榮さかえを舊もとに復かへしてイスラエルの榮さかえのごとくしたまふ 其そは掠奪者かすむるものこれを掠かすめその葡萄ぶだう蔓づるを壞そこなひたればなり 3その勇士ゆうしは楯たてを紅くれなゐにしその軍兵ぐんぴやうは紅くれなゐに身みを甲よろふ 其その行伍そなへを立たつる時ときには戰車いくさぐるまの鐵てつ灼燦きらめきて火ひのごとし 鎗やりまた閃ひらめきふるふ 4戰車いくさぐるま街衢ちまたに狂くるひ奔はしり大路おほぢに推おしあふ 其その形状ありさま火炬たいまつのごとく其その疾とく馳はすること電光いなびかりの如ごとし 5彼かれその將士しやうしを憶おもひいだす 彼かれらはその途みちにて躓つまづき仆たふれその石垣いしがきに奔はせゆき大楯おほだてを備そなふ 6河々かはがはの門もん啓ひらけ宮みや消きえうせん 7この事こと定さだまれり 彼かれは裸はだかにせられて擄とらはれゆきその宮女こしもと胸むねを打うちて鴿はとのごとくに啼なくべし 8ニネベはその建たちし日ひより以來このかた水みづの滿みてる池いけに似にたりしがその民たみ今いまは逃奔にげはしる 止とどまれ止とどまれと呼よべども後あとを顧かへりみる者ものなし 9白銀しろかねを奪うばへよ 黄金こがねを奪うばへよ その寳物たからもの限かぎりなく諸もろもろの貴たふとき噐用うつはもの夥多おびただし 10滅亡ほろびうせたり 空虚むなしくなれり 荒果あれはてたり 心こころは消きえ膝ひざは慄ふるひ腰こしには凡すべて劇はげしき痛いたみあり 面かほはみな色いろを失うしなふ 11獅子ししの穴あなは何處いづこぞや 少わかき獅子ししの物ものを食くらふ處ところは何處いづこぞや 雄獅子をじし雌獅子めじしその小獅子こじしとともに彼處かしこに歩あゆむに之これを懼おそれしむる者ものなし 12雄獅子をじしは小獅子こじしのために物ものを噛かみころし雌獅子めじしの爲ために物ものをくびり殺ころしその掠獲かすめえたる物ものをもて穴あなに充みたしその裂殺さきころしし物ものをもて住所すみかに滿みたす 13萬軍ばんぐんのヱホバ言いひたまふ 視みよ我われなんぢに臨のぞむ 我われなんぢの戰車いくさぐるまを焚やきて煙けぶりとなすべし 汝なんぢの少わかき獅子ししはみな劍つるぎの殺ころす所ところとならん 我われまた汝なんぢの獲え物ものを地ちより絶たつべし 汝なんぢの使者ししやの聲こゑかさねて聞きこゆること無なからん
  


  
    第三章
1禍わざはひなるかな血ちを流ながす邑まち その中なかには全まつたく詭譎いつはりおよび暴行あらきわざ充みち掠かすめ取とること息やまず 2鞭むちの音おとあり輪わの轟とどろく音おとあり 馬むまは躍をどり跳はね車くるまは輾きしり行ゆく 3騎兵きへい馳はせのぼり劍つるぎきらめき鎗やりひらめく 殺ころさるる者もの夥多おびただしくして死屍しかばね山やまを爲なし死骸しがい限かぎりなし 皆みな死屍しかばねに躓つまづきて倒たふる 4是これはかの魔術まじゆつの主ぬしなる美うつくしき妓女あそびめ多おほく淫行いんかうを行おこなひその淫行いんかうをもて諸國しよこくを奪うばひその魔術まじゆつをもて諸しよ族ぞくを惑まどはしたるに因よりてなり 5萬軍ばんぐんのヱホバ言いひたまふ 視みよ我われなんぢに臨のぞむ 我われなんぢの裳裾もすそを掲かかげて面かほの上うへにまで及およぼし汝なんぢの陰所かくしどころを諸民しよみんに見しめし汝なんぢの羞はづる所ところを諸國しよこくに見しめすべし 6我われまた穢けがらはしき物ものを汝なんぢの上うへに投なげかけて汝なんぢを辱はづかしめ汝なんぢをして賽物みものとならしめん 7凡すべて汝なんぢを見みる者ものはみな汝なんぢを避さけて奔はしり去さりニネベは亡ほろびたりと言いはん 誰たれか汝なんぢのために哀なげかんや 何處いづこよりして我われなんぢを弔とむらふ者ものを尋たづね得えんや 8汝なんぢあにノアモンに愈まさらんや ノアモンは河々かはがはの間あひだに立たち水みづをその周圍まはりに環めぐらし海うみをもて壕ほりとなし海うみをもて垣かきとなせり 9かつその勢力ちからたる者ものはエテオピア人ひとおよびエジプト人びとなどにして限かぎりあらず フテ人びとルビ人びと等など汝なんぢを助たすけたりき 10然しかるに是これも俘囚とりことなりて擄とらはれてゆきその子女こどもは一切すべての衢ちまたの隅々すみずみにて投なげ付つけられて碎くだけ又またその尊貴者たふときものは籤くじにて分わかたれ其その大おほいなる者ものはみな鏈くさりに繋つながれたり 11汝なんぢもまた酔ゑはせられて終つひに隱匿かくれん 汝なんぢもまた敵てきを避さけて逃のがるる處ところを尋たづね求もとめん 12汝なんぢの城々しろじろはみな初はじめに結むすびし果みのなれる無花果樹いちじくのきのごとし 之これを撼ゆるがせばその果み落おちて食くらはんとする者ものの口くちにいる 13汝なんぢの中なかにある民たみは婦人をんなのごとし 汝なんぢの地ちの門もんはみな汝なんぢの敵てきの前まへに廣ひろく開ひらきてあり 火ひなんぢの關くわんを焚やかん 14汝なんぢ水みづを汲くみて圍かこまるる時ときの用ように備そなへ汝なんぢの城々しろじろを堅かたくし泥どろの中なかに入いりて踐ふみて石灰しつくいを作つくりかつ瓦燒窰かはらやきがまを修理つくろへよ 15其處そこにて火ひ汝なんぢを燒やき劍つるぎなんぢを斬きらん 其そのなんぢを滅ほろぼすこと吸蝗すひいなごのごとくなるべし 汝なんぢ吸蝗すひいなごのごとく數かず多おほからば多おほかれ 汝なんぢ群蝗むれいなごのごとく數かず多おほからば多おほかれ 16汝なんぢはおのれの商賣あきうどを空そらの星ほしよりも多おほくせり 吸蝗すひいなご掠かすめて飛とびさる 17汝なんぢの重臣ちようしんは群蝗むれいなごのごとく汝なんぢの軍ぐん長ちやうは蝗いなごの群むれのごとし 寒さむき日ひには垣かきに巣窟そうくつを構かまへ日ひ出いできたれば飛とびて去さる その在ある處ところを知しる者ものなし 18アッスリヤの王わうよ汝なんぢの牧者ぼくしゃは睡ねむり汝なんぢの貴き族ぞくは臥ふす 又またなんぢの民たみは山々やまやまに散ちらさる 之これを聚あつむる者ものなし 19汝なんぢの傷いたみは愈いゆること無なし 汝なんぢの創きづは重おもし 汝なんぢの事ことを聞ききおよぶ者ものはみな汝なんぢの故ゆゑによりて手てを拍うたん 誰たれか汝なんぢの惡あく行ぎやうを恒つねに身みに受うけざる者ものやある
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